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ツノオオトゲクダアザミウマ（Bactrothrips brevitubus）の雄の闘争行動の観察
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Observation of male fighting behaviour  of  Bactrothrips brevitubus
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（要旨）　著者は飼育下においてツノオオトゲクダアザミウマの雄の闘争行動を観察した．観察された
動作は他のオオアザミウマ亜科と共通するものであり，アザミウマ科と共通する動作もあった．今回
の観察結果からツノオオトゲクダアザミウマの雄の有する腹部角状突起は闘争相手を退かせるために
武器として使用されていると考えられた．更に５種のアザミウマの闘争行動を比較した．

キ－ワ－ド： ツノオオトゲクダアザミウマ，闘争行動

１．はじめに

　 ア ザ ミ ウ マ 目 昆 虫（Insecta：Thysanoptera） の
闘争行動は当該分類群を通じて広く観察されてい
る（Crespi, 1986;1988;1992, Mound, 1991, Olaniran 
& Kirk, 2012, Terry & Dyreson 1996,  Woldemelak, 
2020）．闘争行動の起こる状況としては，①胞子食性
オオアザミウマ亜科の雄の雌及び卵塊保護（ Crespi, 
1986 ,Mound, 1991 ），②菌糸食性クダアザミマ亜科の
雄の雌及び卵塊形成エリア保護（Crespi, 1988），③ゴ
ール形成性クダアザミウマ亜科のゴール防衛（Crespi, 
1992），④アザミウマ亜科の集団内におけるスペー
スの争奪（Olaniran & Kirk, 2012, Terry & Dyreson 
1996, Woldemelak, 2020）が報告されている．Mound 
1991はアザミウマの闘争行動の詳細な観察は特に個体
変異の大きいオオアザミウマ亜科において形態の情報
を補完し，分類・系統学に役立つことを指摘している

（闘争に関わる一連の行動・動作は遺伝するものであ
り，その種の進化の過程を反映すると考えるため）．
　ツノオオトゲクダアザミウマBactrothrips brevitubus

はアザミウマ目オオアザミウマ亜科（Thysanoptera：
Idolothripnae）に属し，西南日本の常緑広葉樹林の
ブナ科植物枯葉上で生活する（Okajima，2006）．本
種は亜社会性種として知られており母雌は自身の卵
塊を外敵からガードし，つがいの雄は卵塊周辺で母
雌を侵入雄からガードする行動をとる（Kranz et al.，
2002）．この時つがいの雄と侵入雄の体サイズが同程
度の場合，腹部をそり上げて尾端で互いを突き合う闘
争行動が観察される（Kranz et al.，2002）．本種の雄
は腹部第6-8節に1対の角状突起を有するが（図1），こ
れらが闘争に使用されているのかは確認されていな
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図1．ツノオオトゲクダアザミウマ雄成虫

い．本報ではツノオオトゲクダアザミウマの雄間闘争
行動を観察し，腹部角状突起の闘争中の使用方法を調
査した．また，ツノオオトゲクダアザミウマと他のア
ザミウマの闘争行動を比較した．

２．方法

　2021年4月5日に福井県高浜町五色山公園内でアラカ
シの枯葉上からツノオオトゲクダアザミウマの2令幼
虫を複数採集した．採集した幼虫は枯葉とともにジッ
プロックバッグに入れて持ち帰った．その後，一頭ず
つプラスチックケースに枯葉とともに移して成虫まで
飼育した．羽化後単独で5日間飼育した後，雌雄を共
に入れてつがいにし，卵塊を形成させた．そこに別に
単独で飼育していた雄を放ち，つがい雄と闘争行動を
起こさせてその様子を観察・撮影した．撮影にはビデ
オカメラGZ-RY980を使用した．
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３．結果

　数対の雄間で闘争行動が観察されたが今回は顕著な
大型雄同士の闘争行動１例に着目した．ツノオオトゲ
クダアザミウマの雄の闘争行動は①腹部を少し湾曲
させて左右に振るわせる動作（図2）②相手と平行に
並ぶ動作（図3）③相手の背中に乗る動作（図4）④す
ばやく半円を描くように移動する動作⑤腹部を使って
相手を退かそうとする動作（図5）で構成された．日
本動物行動学会の生物行動投稿サイトMOMO上のペ
ージ{ツノオオトゲクダアザミウマの大型雄同士の闘
争（飼育下）http://www.momo-p.com/index.php?m
ovieid=momo210601bb01b&embed=on(デ ー タ 番 号：
momo210601bb01b)}に載せているので動画で参照可能
である．
　次にツノオオトゲクダアザミウマと他のアザミウ
マの闘争行動を比較するために5個の文献に記載され
た5種のアザミウマの闘争中の動作を表１に（Crespi, 
1986;1988, Mound, 1991, Olaniran & Kirk, 2012, 
Woldemelak, 2020），種毎に観察される動作を表2に示
しここにツノオオトゲクダアザミウマで観察された動
作を当てはめた．

図4．相手の背中に乗る動作

図5．腹部を使って相手を退かそうとする動作

表1．アザミウマの闘争で見られる動作
名称 動作

Parallel bout 相手と平行に並ぶ

Flipping 腹部を相手に打ち付ける

Stabbing 前肢ふ節で相手を挟む

Wagging 腹部を左右に振るわせる

Moving around the circle 弧を描くように移動する

Grabbing 相手に組み付く

Antennal bout 触覚で叩く

Jumping
胸部を持ち上げ前肢で相手を

叩く

図2．腹部を湾曲させて左右に振るわせる動作

図3．相手と平行に並ぶ動作
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４．終わりに

　5種のアザミウマの闘争行動を比較してみると
Parallel bout，Flipping，Stabbingがクダアザミウマ
亜目・アザミウマ亜目を通して見られるが，Antennal 
bout、Jumpingはアザミウマ亜目でしか見られない（表
2）．ツノオオトゲクダアザミウマの雄の闘争中の動
作はParallel boutとFlippingが他のクダアザミウマ科
オオアザミウマ亜科と共通であった．また，Wagging
とMoving around the circleはHoplothrips karnyiと
共 通 し た．Waggingは ア ザ ミ ウ マ 科 のFrankliniella 

occidentalisで も 観 察 さ れ て い る し，Parallel bout，
Flipping，StabbingはThrips tabaciにおいても観察され
ており，アザミウマ目で広く観察される動作なのかも
しれない（イギリスのKeele大学のKirk博士によると
ツノオオトゲクダアザミウマはWaggingを距離を置い
て行う点がアザミウマ科との最も大きな違いであると
のことである）．今回ツノオオトゲクダアザミウマの
雄の闘争行動には①腹部を少し湾曲させて左右に振
るわせる動作（図2）Wagging②相手と平行に並ぶ動
作（図3）Parallel bout ③相手の背中に乗る動作（図
4）④すばやく半円を描くように移動する動作Moving 
around the circle⑤腹部を使って相手を退かそうとす
る動作（図5）Flippingが観察された．このうち①は
威嚇，②は相手と体サイズを比較する意味を持つかも
しれない．⑤は腹部を使って相手を放り投げようとし
ているように見える．ツノオオトゲクダアザミウマに
おける腹部角上突起を使い相手を放り投げようとする
動作はFlippingの変化・発達したものと考えることが
できる．同じオオアザミウマ亜科で腹部角状突起を有
す るIdolothrips spetram，Actinothrips retanaeは そ れ を
武器として使用し，A.retanaeでは相手を投げ飛ばすこ
とが報告されている（Mound, 1991）．著者は過去に
野外（岐阜県金華山）においてツノオオトゲクダアザ
ミウマが雄間闘争中に相手を放り投げるところを観察
しており，今回の観察と合わせるとツノオオトゲクダ
アザミウマの雄の腹部角上突起は闘争中に武器（引っ

掛けて相手を放り投げるための）として使用されてい
ると考えることができそうである．
　今後，観察数を増やし詳細に観察することで体サイ
ズ・角上突起の長さの違いによる個体の取る動作の違
いや，各動作の持つ意味についても考察をしていきた
い．また，つがい雄が何から何を保護しているのか（侵
入雄から雌をガードしているのか，卵塊をガードして
いるのか，様々な天敵から卵塊をガードしているのか
など），雄による保護の効果はどこかに現れるのか（雌
の産卵数、子の生存率など），などの生態学的視点か
らも観察する．更に多種のアザミウマの闘争行動を観
察することでアザミウマの闘争行動中の動作が系統関
係を反映するのか調査する．
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表2．アザミウマの種類と闘争中に観察される動作

Parallel 
bout

Flipping Stabbing Wagging
Moving 

around the 
circle

Grabbing
Antennal 
bout

Jumping

クダアザミマ科 オオアザミウマ亜科 Bactrothrips 
brevitubus 〇 〇 〇 〇

クダアザミマ科 オオアザミウマ亜科 Actinothrips 
retanae 〇 〇

クダアザミマ科 オオアザミウマ亜科 Elaprothrips 
tuberculatus 〇 〇 〇

クダアザミマ科 クダアザミマ亜科 Hoplothrips 
karnyi 〇 〇 〇

アザミウマ科 アザミウマ亜科 Frankliniella 
occidentalis 〇 〇

アザミウマ科 アザミウマ亜科 Thrips tabaci 〇 〇 〇 〇 〇
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Observation of male fighting behaviour of Bactrothrips 

brevitubus

Tomohiro Shibata

Abstract
Male fighting behaviour of Bactrothrips brevitubus in rearing 
condition was observed.　The observed behaviours were 
common to the other Idolothripinae species.　Abdominal 
tubercles were used as a weapon to repel a opponent. 
Additionaly, fighting behavior of 5 thrips species was 
compared.
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